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そ

子ども大会・浅間祭・

の

青少年健全育成のつど

他

い、青少年会館自主事

　

業の５事業。青少年会

】

館
自主事業を除く４つ

【

の事業は、例年同様、

協

市民を加えた実行委員

働

会が企画し、市の関与

：

は事務局運営など必要

】

最小限の範囲にと
どめ

目

た。子ども大会参加率

的

については、目標値を

・

下回ったものの、市民

目

協働・市民参画を取り

標

入れて事業を展開し、

事

市民から好
評を得るこ

業

とができた。

Ｂ：おお

の

むね成果があがった

概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

17年度 平成18年度

.

平成19年度 平成20

事

年度 平成21年度 平成

業

22年度 平成23年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成17年度 平成18

付

年度 平成19年度 平成

け

20年度 平成21年度

事

平成22年度 平成23

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成17年度 平成

名

18年度 平成19年度

事

平成20年度 平成21

業

年度 平成22年度 平成

担

23年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成19年

科

度の主な取組と成果

平

目

成19年度
の検証結果

事

平成20年度  実施

業

計画事業評価シート 頁

種

青少年健全育成催事事

類

業

健康・こども部　青

ハ

少年課

01－0301 ー05－020000 ○ ド ●

01 基本目標１　　

ソ

豊かな心をはぐくみ、

フ

よろこびとふれあいに

ト

あふれたまち
総合計画

根

の
01 ①〈人間力〉　

拠

一人一人の心のやさし

法

さ、学ぶ意欲、生きる

令

力をはぐくむ
位置付け

等

01 1 いのちを大切

対

にする心をもち､社会

象

性や規範意識を身につ

・

ける環境をつくる

青少受 年

□ □ □ ■ 青少年（育

益

成）団体

親子のふれあ

者

いや地域の人々との交

事

流を促す多様な機会の

業

提供 青少年が健やかに

期

成長していくため、親

間

や地域の大人、あるい

委

が、青少年に社会の一

託

員としての自覚をはぐ

、

くませるとともに は青

協

少年同士が交流を深め

働

ることができ、また青

【

少年の日ごろ
、自立し

委

た大人へ成長してもら

託

うためのきっかけにな

：

っていま の活動に対す

3

る発表の機会や活躍の

セ

場となる各種イベント

ク

を実
す。 施します。

子

・

ども大会開催地区数 地

財

区

－

28 28 28

28

団

子ども大会参加率 ％

市

企

内全児童数に対する参

業

加児童数の率

50 50

Ｎ

50

43.8

①：予定

Ｐ

どおり

平成19年度の

Ｏ

青少年催事は成人式・
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位

きたいので、催事事業

施

に参加する人のニーズ

策

を取り込んだ事業内容

へ

にしたい。

各種イベン

の

トの実各種イベントの

貢

実各種イベントの実

施

献

施 施

0 0 0 0 0 0 0

0

高

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

市

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

民

0 0 10,392 10

満

,421 10,886

足

0 0

0 0 10,392

度

10,421 10,8

を

86 0 0

0.00 0.

高

00 95.46

0.0

め

0 0.00 1.25 1

る

.25 1.25 0.0

方

0 0.00

0.00 0

策

.00 0.00 0.0

業

0 0.00 0.00 0

有

.00

0 0 10,48

効

9 10,489 10,

性

489 0 0

0 0 20,

継

881 20,910 2

続

1,375 0 0

● ○ ○

に

○ ○ ○ ○

企画運営を通

よ

じて青少年健全育成や

る

市民協働が達成されて

成

いる状況から、今の規

果

模での継続が望まれる

向

。

基本的に市民協働・

上

市民参画を取り入れた

の

事業であるので、より

可

多くの市民に積極的に

能

運営に参加してもらえ

性

るよう、一層のＰ
Ｒを

低

したい。

参加者が多く

そ

、市民から好評を得て

の

いる。内容がマンネ
リ

他

化しないよう市民ニー

事

ズを的確に捉え、市民

業

との協働
による事業展

の

開を現状の規模で行っ

目

ていく。

的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平

項

成20年度 平成21年

目

度 平成22年度 平成2

分

3年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 計画額 計画

の

額 計画額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展

す

開（担当課としての提

る

案）
平成21年度の事

分

業の方向性

現状の規模

析

で継続 拡大して継続 縮

・

小して継続 廃止 休止 終

課

了 他事業と統合

＜判断

題

理由＞

平成21年度の

の

取組方針

課長コメント

抽

■ 青少年催事は、市民

出

を加えた実行委員会が

総

企画し、また
●□ 運営

合

のほとんどを市民協働

評

で行っている。青少年

価

健全育

■ 成を求める社

市

会的要請の高まりや、

民

市民に対し活動・活 ○

ニ

□ 躍の場を提供するな

ー

どの点で、必要性は高

ズ

い。

□ いずれも市民協

高

働を取り入れた事業で

事

あり、サービスす
●■

業

る側・される側の両面

目

から、市民満足度は総

的

じて高いと

□ 判断され

の

る。 ○
□
■ 青少年の健

達

全育成を求める社会的

成

要請の高まりや、これ

状

●
□ まで事業に参画し

況

てきた市民の住民自治

必

意識の醸成が図
○

■ ら

要

れている観点から、事

性

業の目的・対象・内容

市

について
○

□ は十分に

の

妥当性があり、他事業

関

での代替は難しい。

□

与

既に市民協働や外部委

の

託を活用しているとこ

必

ろである。
○

■ また、

要

事業の企画運営を青少

性

年健全育成に役立てて

低

いる
●

□ （青少年が自

事

発的に運営に参画する

そ

）ことから、事業全
○

の

□ 体の法人委託等は考

他

え難い。

今後も市民協

上

働という形で行ってい




